
� （医療保険　更新用）

定期特約

ご契約のしおり

「定期特約」の特長・お支払について

１．死亡・高度障害に対する保障を得ることができます。

２．‌�健康状態などにより『元気割引』が適用される場合には、� ‌
保険料の割引があります。

○保険金は、つぎのとおりお支払いします。

名称 支払事由 支払額 受取人
特約死亡
保険金

保険期間中に死亡
したとき

特
約
保
険
金
額

死亡保険金受取人

特約高度障害
保険金

保険期間中に所定
の高度障害状態に
なったとき

被保険者

＊所定の高度障害状態については別表３をご覧ください。

＊�特約死亡保険金と特約高度障害保険金は重複してお支払いしませ
ん。

＊�特約高度障害保険金をお支払いした場合には、「定期特約」は消滅
します。

（傷害特約〔がん保険〕）

ご契約のしおり・約款

ケガの特約
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○つぎの免責事由に該当した場合、保険金をお支払いできません。

名称 免責事由
特約死亡
保険金

（1）責任開始期（日）から３年以内の被保険者の自殺
（2）契約者または死亡保険金受取人の故意
（3）戦争その他の変乱

特約高度
障害保険金

（1）契約者または被保険者の故意
（2）被保険者の自殺行為
（3）被保険者の犯罪行為
（4）戦争その他の変乱

＊�戦争その他の変乱による危険の増加が会社の計算の基礎におよぼす
影響が少ない場合には、当社は保険金を全額または削減して支払い
ます。
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特約の更新

●「定期特約」の更新について
＊保険期間満了の日の翌日に自動的に更新されます。

＊�更新後の保険期間は、更新前の保険期間と同ーの年数とします。た
だし、更新後の保険期間満了の日の翌日における被保険者の年齢が
80歳をこえる場合には、所定の範囲で更新後の保険期間を変更し
て更新することがあります。

●更新後の「定期特約」と保険料について
＊�更新後の「定期特約」には、更新日現在の特約条項が適用され、更
新後の保険料は更新日現在の被保険者の満年齢、保険料率によって
計算されます。

＊�同一の保障内容で更新する場合であっても、更新後の特約の保険料
は、通常、更新前より高くなります。

＊�更新前の特約の保険期間と更新後の特約の保険期間は継続したもの
とみなします。

●「定期特約」の更新を希望しない場合
＊�「定期特約」の更新を希望しない場合には、保険期間満了の日の２
か月前までにお申し出ください。
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『元気割引』のしくみ・特長

＊�『元気割引』とは、被保険者のご健康の状態などが所定の基準に該
当している場合に、「健康割引特約〔特約用〕」を付加することによ
り、「定期特約」の保険料の割引を行うものです。

１．‌�『元気割引』が適用される場合には、「定期特約」の保険料が通常
に比べ割安になります。

２．‌�過去１年聞に喫煙したことがない場合には、「定期特約」の保険
料がさらに割安になります。

●「健康割引特約〔特約用〕」の保険期間満了後のお取扱について
＊�「健康割引特約〔特約用〕」には、告知・診査を省略して更新するお
取扱がありません。したがって、更新後の「定期特約」の保険料率は、
通常の保険料率になります。ただし、「定期特約」の保険期間満了
の際に告知・診査をあらためてお申し出いただき、被保険者のご健
康の状態などが所定の基準に該当している場合には、「健康割引特
約〔特約用〕」を継続することができます。

●『元気割引』のしくみ
＊�「健康割引特約〔特約用〕」を付加した「定期特約」の保険料は、通
常の保険料に比べ割安になります。なお、被保険者の喫煙状況に応
じて、つぎのいずれかの保険料率を適用します。
　・過去１年間に喫煙したことがある場合
　　健康体保険料率
　・過去１年間に喫煙したことがない場合
　　健康体保険料率〔非喫煙〕

＜健康体保険料率の適用について＞
＊�健康体保険料率は、契約年齢が満20歳から満70歳で、つぎの基準
に該当している被保険者に対して適用します。
　⑴　血圧が所定の範囲内であること
　⑵　‌�ボディ・マス・インデックス（ＢＭＩ）※の値が所定の範囲内

であること
　⑶　ご健康の状態などが所定の範囲内であること

※　‌�ＢＭＩは、身長と体重のバランスを判断する指標として国際的に
広く使用されており、つぎの式で計算されます。

　　・ＢＭＩ＝体重＜キログラム>÷ (身長＜メートル>）2

＊�告知書扱などでお申込の場合には、「健康診断書（お申込から１年
６か月以内のもの）」の提出が必要です。なお、「健康診断書」に偽
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造または改ざんなどが行われていた場合、当社は「健康割引特約〔特
約用〕」を解除することがあります。

＜健康体保険料率〔非喫煙〕の適用について＞
＊�健康体保険料率〔非喫煙〕は、契約年齢が満20歳から満70歳で、
つぎの基準に該当している被保険者に対して適用します。健康体保
険料率〔非喫煙〕は、健康体保険料率よりもさらに割安な保険料率
です。
　⑴　健康体保険料率が適用される基準に該当していること
　⑵　過去１年間に喫煙したことがないこと（※）

※　喫煙状況の判断は、告知に加え所定の検査によって行います。

＊�診査医扱でのお申込となります。

＊�お申込の「定期特約」の特約保険金額が1,000万円以上の場合に限
りお取り扱いします。

＊�特約保険金額の減額などが行われ、変更後のつぎの⑴と⑵を合計し
た金額が1,000万円を下まわる場合には、次の払込期月以後の「定
期特約」の保険料率を健康体保険料率〔非喫煙〕から健康体保険料
率に変更し、所定の方法によって計算した金額を授受することがあ
ります。
　⑴　「定期特約」の特約保険金額
　⑵　「終身特約」の特約保険金額

＊�喫煙状況について、故意または重大な過失によって、事実と違うこ
とを申告された場合、当社は「健康割引に関する告知義務違反」と
して「健康割引特約〔特約用〕」を解除することがあります。この
場合には、「定期特約」の特約保険金額を所定の方法によって減額
します。

＊�喫煙状況についての告知に誤りがあった場合には、つぎのとおりと
します。
　・�「定期特約」の保険金の支払事由または保険料払込の免除事由が
発生する前に告知の誤りが判明した場合

　　‌�「定期特約」の保険料または特約保険金額を、所定の方法によっ
てあらためます。

　・‌�「定期特約」の保険金の支払事由または保険料払込の免除事由が
発生した後に告知の誤りが判明した場合

　　‌�「定期特約」の保険金のお支払額を、所定の方法によって削減し
ます。
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“元気割引”、“健康体保険料率”における“元気”、“健康”とは、「健
康割引特約〔特約用〕」における当社での呼称です。“所定の基準に
該当しない方が元気（健康）ではない”ということではありません。

●「健康割引特約〔特約用〕」の復活について
＊�保険料のお払込がないまま効力を失った場合でも、失効した日から
１年以内であれば、「健康割引特約〔特約用〕」の復活を請求できま
す。ただし、被保険者の喫煙状況により、復活後の「定期特約」の
保険料率を健康体保険料率〔非喫煙〕から健康体保険料率に変更
し、所定の方法によって計算した金額を授受することがあります。

＊�復活を行う際に、被保険者の血圧・ＢＭＩの値が所定の基準に該当
しないため、「健康割引特約〔特約用〕」を復活することができずに
「定期特約」を復活する場合には、復活後の「定期特約」の保険料
率を通常の保険料率に変更し、所定の方法によって計算した金額を
授受することがあります。
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●支払事由に該当しない場合
・つぎのような場合など、約款に定める支払事由に該当しないとき
　⑴　保険期間の満了した後に死亡したとき
　⑵　巻末の別表３に定める高度障害状態に該当しないとき

●免責事由に該当した場合
　 詳しくは、「定期特約」の特長・お支払についての項をご覧ください。

●告知義務違反による解除の場合

●保険料のお払込が行われずご契約が失効した場合

●重大事由による解除の場合
　 詳しくは、主契約の「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

●詐欺による取消し、不法取得目的による無効の場合
　＊この場合、すでにお払込いただいた保険料は払い戻しません。
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「定期特約」高度障害保険金 >
（巻末の別表３に定める高度障害状態）
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<「定期特約」死亡保険金 >

「定期特約」死亡保険金 >
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解約と解約払戻金について

●解約について
＊�生命保険は、お客さまとご家族にとって大切な財産となりますの
で、ぜひご継続ください。

●「定期特約」の解約払戻金について
＊�生命保険は、多数の方が保険料を出し合い、相互に保障し、助け合
う制度です。したがって、預貯金のように保険料がそのまま積み立
てられるものではありません。保険料のうち、一部は年々の保険金
などのお支払に、また一部はご契約を維持するための費用などにあ
てられるしくみになっています。したがって、途中で解約すると、
多くの場合お払込みいただいた保険料全額は戻りません。特に、ご
契約後経過年数が短い場合は、解約払戻金は全くないか、あっても
払込保険料の合計額に比べて少ない金額になります。（解約払戻金
額は、契約年齢、性別、保険期間、保険料払込期間、経過年数など
によって異なります。）

「定期特約」、「家族生活保障特約」、「医療特約」の解約払戻金につ
いて
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